


福岡市の障がい福祉施策が拡充、見直しが行われています


　　　　　　　　知っておきましょう！！


　　　　　　　　　　　　　　前ページに　詳細があります。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　











（１）移動支援


　　①対象者要件が拡充！


　　　　・今まで療育手帳A所持者で単独で外出が困難な場合のみだったが、


　　　　　療育手帳B保持者も利用可能になった。（グループホーム始点、終点は不可）


　　②サービス内容も拡充！


　　　　・散歩など、利用目的を定めない外出も利用可能。


　　　　・目的地での活動でも介助が必要な場合は利用可能。


　　③支給申請は、平成29年5月からできており、支給されれば、7月から利用可能になっている。


　　☆ただし、すべてが認められるのではないので、利用できるかどうか移動支援を実施している


　　　事業所に相談が必要。　必要なのに利用できない場合は、特定相談事業所に相談してみる。


（２）福祉乗車券


　　①平成29年8月1日から交付（交付期間　平成29年8月1日～平成30年9月30日まで）


　　②対象者は、福岡市に住民登録をしている、前年度の所得が200万円未満で下記の手帳保持者


　　　　・療育手帳A（療育手帳B保持者は対象外です。


　　　　　　　　　　　療育手帳Bの方も、70歳以上であれば「高齢者乗車券」を受けることができる。）


　　　　・身体障害者手帳1級～3級


　　　　・精神障害者保健福祉手帳1級


　　　　・被爆者健康手帳　すべて


　　　　・戦傷病者手帳　すべて


　　　☆70歳以上で上記以外の手帳をお持ちの方は、「高齢者乗車券」の交付を受けることができる。


　　③乗車券の種類は、前ページをご覧ください。


　　④乗車券は、年1回で、紛失しても再交付はされない。


　　⑤交通福祉ICカード


　　　　・残額がなくなってもICカードは保管しておく。翌年以降も繰り返し使用する。


　　　　・チャージできる上限額は2万円。残額があっても交付時に2万円を超えるチャージはない。


　　　　・紛失した場合は、翌年度再発行時に500円減額されて再発行。再発行後に見つかっても500


　　　　　円の返却はない。次回交付時まで再発行はない。


　　　　・現金のチャージや、払い戻しや他のICカードへの移行はできない。交通専用なので、電子


　　　　　マネーとして利用できない。


　　　　・不具合が発生した時は、申請した翌日に新しいカードが交付される。


　　⑥平成29年度福祉乗車券の対象者で、平成28年度に「福祉乗車証（地下鉄無料パス）」の交付を


　　　受けた方は、平成31年度までは、福祉乗車証を選択できる。


　　　平成32年度からは、「福祉乗車証（地下鉄無料パス）」は廃止される。





移動支援や福祉乗車券の利用は、拡充されたり、見直された施策です。


移動支援も、療育手帳Aの方も対象でなかったり、目的地での利用が認められなかったりしています。


福祉乗車券も、知的な障がいのある人たちには、使いづらさが予想されています。


もし、困ったり、利用しづらいことが起きましたら、手をつなぐ育成会保護者会にもお知らせください。


一緒に考えて、声を関係各所に届けましょう。





館長様にいろいろ考えていただき協力もしていただいているので今年度は、保護者会も地域活動に協力していきたいと思っています。


保護者会やその他の活動にも参加してない保護者に参加できる様な工夫を考えていきたいと思います。


保護者間の意志の相違を計ることが大切だと思いますので自由で型にとらわれない行事も考えて実施したいと思います。（青空交流会など）


　ひまわりパーク上牟田


幹事　鈴木　昭夫


妻がいる間は全て妻任せにしていた私ですので、何もわからないまま育成会保護者会の幹事となり、約１年になりますが、満足のいく活動ができなかったように思います。深く反省しています。これからは、さらに育成会保護者会の催し物や研修会等に参加して、役員さんたちと一緒に活動を盛り上げるよう努力していきます。


また、ブロック保護者のみなさまには、ブロックの保護者会がないため、研修会開催時に一人ひとりに電話で連絡をしていましたが、今後も続けていきたいと思います。


ブロック保護者会も年に１～２回











